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美しい地球・幸せな暮らし 

 

新年明けましておめでとうございます 

 

 

 

 

 

 

 

電機連合奈良地方協議会 議長 

池田
いけだ

 寿 和
としかず

 
皆様方におかれましては、ご家族お揃いで清々しい

新年をお迎えの事と心よりお慶び申し上げます。 

また、日頃より電機連合奈良地方協議会の運動に対

する組合員・ご家族皆様方のご理解とご協力に感謝と

お礼を申し上げます。 

【一年を振り返り】 

昨年は、一昨年に続き、コロナ感染症と向き合い対

策を講じながら働き、生活することが余儀なくされる

一年となりました。 

今後も様々な脅威や課題と向き合って行く中で、労

働組合との活動のあり方や社会のあり方も大きく変

わって行く事が想定されます。多様化する個々、 

人の価値観やニーズがある中で労働組合としての

団結力・組織力を高めていく工夫が必要と考えます。 

これまでのやり方・考え方に固執する事なく、一人

一人の行動を見つめ直し創り出して行き、新しい価値

観のもとで皆様方と共に、一体感をもって活動を進め

て参りたいと思っております。 

【私達を取り巻く情勢】 

人口減少と少子高齢化が急速に進みすでに顕在化

している労働力不足への対応のみならず、社会保障制

度と地域社会の持続可能性を確保することが大きな

課題となっています。高齢化によって社会保障のニー

ズは高まっていますが、支え手となる生産年齢人口は

減少の一途であります。また、AI や IoT など第 4 次

産業革命と言われる技術革新の進展により、経済効果

と生活者の利便性向上などが期待される中、多様な労

働者に対する法的保護の推進や人的投資の促進など、

人が中心となった技術革新への道筋を明確にしてい

くことが急務となっています。 

 不安定な雇用や格差の拡大、貧困の固定化・連鎖 

ワークライフバランスがとれない働き方・働かせ方、

ハラスメントや人権に関わる課題、地域を支える中

小・地場産業の疲弊など、深刻な問題は依然として解

消されていない状況です。 

 その様な中、不安を抱えながら日々働き、暮らして

いる国民と正面から向き合い、多様な意見に耳を傾け

ながら社会的合意形成をはかる事が求められます。い

ま一番大事なことは、全ての働く者・生活者が安心し

て働き、暮らしていくことのできる社会を目指し、そ

の現実に向けて取り組まなければなりません。 

【政策課題として】 

電機連合では、労働者・生活者の視点で課題認識し、

働く者の安心に繋がるものとなるよう、政策制度の実

現に向け、取り組みを進めていく中、 

２０２２年７月施行の第２６回参議院議員選挙に 

於いて「矢田わか子」の２期目の挑戦を全力で支援し

ていくこととします。 

 

【最後に】 

組合員・ご家族皆様方のご健勝とご多幸を祈念申し

上げ、２０２２年を迎えるにあたっての新年の 

ご挨拶とさせて頂きます。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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謹賀新年 

 皆様、昨年は大変お世話になりありがとうございま

した。本年も何卒よろしくお願い申し上げます。 

さて、現在コロナ感染も少し落ち着いてはいますが、

オミクロン株の動向も大変心配であります。 

そんな中、コロナからの復興、自然災害（台風・地震）

等、見えない敵への対策・対応が必要であり、想定外 

から想定内への対応へ、国の補助等に全てを頼るので

はなく、地方自治体に於いても、しっかりとこの様な

事の論語を進め、住み慣れた地域にて少しでも安心・

安全に暮らして頂けるように進めて参ります。 

一方、私の政策取り組みの一つとして、私が事務局を

務める昭和工業団地協議会に於いて、企業が進めるキ

ャリア教育を推進しております。昨年６月から、市内

小学校の社会科授業に企業としてリモート工場見学

等、出前授業を開始する事が出来ました。合わせて本

年３月６日には第3回『おしごとフェスタ』も開催し、

様々なお仕事体験を中心に、生きたキャリア教育を進

めて参ります。勿論、その他教育や福祉等、様々な課

題に対して、問題解決を図って参ります。是非皆様方

のご相談・ご意見もお待ちしております。本年も『笑

顔』を忘れず全力で頑張って参ります。引き続きのご

支援何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

         

大和郡山市議会議員 

林
はやし

 浩 史
ひろふみ

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます 

昨年は大変お世話になりありがとうございました。

新型コロナウイルス感染拡大からほぼ２年。 

仕事や働き方、また、生活に大きな影響がありまし

た。昨今は、ワクチン接種はもとより、治療薬の開発

も着実に進んでいる事から、コロナは風邪のような一

定期間で流行りを繰り返す「エンデミック」に近づく

との見方も出始めており、一日でも早く「エンデミッ

ク」になる日を願う次第であります。 

さて、今年の干支は「壬寅（みずのえ・とら）」のと

しです。干支は植物の一生を表していると言われてい

ます。「壬」（みずのえ）は、植物で言えば種子の状態

で、まだ土の中いて暖かくなるのを待っている状態で、

漢字は仕事を意味するようです。また、「寅（とら）」

は土から芽を出している状態で、助け合う意味を持っ

ているようです。つまり、仕事など人からのアドバイ

スや協力を受け入れ努力すれば、直ぐに結果は出なく

ても、きっと結果はでる。その為に種まきをするには、

良い年を意味しているようです。 

昨年は、保護者の方から要望があった学童保育所の

トイレの様式化整備が出来ましたが、まだまだ子育て

環境は十分ではありません今年は、様々な取り組み課

題が直ぐに出なくとも、諦めずに、必ず結果が出ると

信じ全力で取り組んで参りたいと思っております。 

 

 最後に、今年は、えガオーが絶えない１年になりま

す事を心からお祈り申し上げ、新年の挨拶とさせて頂

きます。 

 

桜井市議会議員 

岡田
おかだ

 光司
こうじ
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心豊か市民が主役 

２０２２年夢と希望を持って 
 

 新年明けましておめでとうございます。 

電機連合奈良地協の皆様には、令和４年の輝かしい

初春を健やかにお迎えの事と心からお慶び申し上げ

ますと共に日頃より、行政に対する暖かいご理解と

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、昨年を振り返ると４月は、水害対策として

奈良県の協力を賜り貯水池の設計開始や、大和高田

市と豪州リズモー市を結ぶ『友好の架け橋』を出版

致しました。７月は、約６０年ぶりの建て替えとな

った大和高田市役所新庁舎が開庁。世界的には、新

型コロナウイルス感染拡大危機の影響により社会・

経済情勢や環境等の急速な変化に伴い、行政需要が

複雑多様化しており、地方自治体の自己決定・自己

責任の範囲が拡大し議会の果たすべき役割が益々重

要になって参ります。私としましては、市政を取り

巻く環境の変化を的確に捉え議員活動に邁進すると

共に皆様のご意見を反映し、快適な市民生活の実現

に諸政策の邁進に努めるものであります。また執行

機関と互いに切磋琢磨しながら、安全で安心して暮

らせる生きがいのもてるまちづくりを進めて参りま

す。 

皆様のご多幸をお祈りすると共に、本年も相変わ

らぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ

まして新年のご挨拶と致します。 

 

 

大和高田市議会議員

西 川
にしかわ

 繁 和
しげかず

 

 

新年明けましておめでとうございます 

 電機連合奈良地協の皆様方におかれましては、益々

のご健勝のこととお慶び申し上げます。 

昨年実施されました第４９回衆議院議員選挙にお

きましては、電機連合奈良地協の皆様のご支援・ご支

持を賜りましたこと、心より厚く御礼申し上げます。 

第 1 選挙区では、馬淵澄夫衆議院議員が見事、選挙

区で当選を果たすことができましたが、一方、第 2選

挙区においては、新人の猪奥里美前県議が残念ながら

惜敗となりました。改めて、ご支持を頂きました皆様

に深くお詫び申し上げますと共に、捲土重来を図る猪

奥さんについては、引き続きのご支援を賜ります様お

願い申し上げます。 

さて、昨年の９月に定例会議における代表質問では、

コロナ禍の影響に伴って浮き彫りになった課題を取

り上げ、施策の充実を求めると共に、政策の提言・提

案を行いました。また、大雨・豪雨対策や市町村にお

けるバリアフリー基本構想策定の推進、物流の確保と

支援については、巣籠でネットショッピングが急増す

る中、集配車両の駐車スペースの確保や、住民の利便

性の向上と宅配ドライバーの負担軽減や輸送の効率

化を図る為、県における民間住宅等における宅配ボッ

クス設置の推進を求めたところです。 

 今年も『暮らしに寄り添う県政』の実現を目指し、

全力で取り組んで参ります。 

末筆ではございますが、電機連合奈良地協の皆様方

にとりまして素晴らしい一年となります様、心よりお

祈り申し上げご挨拶と致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県議会議員 

藤野
ふじの
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よし
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◆電機連合福祉共済紹介コーナー◆ 


